三 重 地区
	12） 北勢ブロック


１　四旬節・待降節の黙想会での共同回心式

　　黙想会の日程は担当司祭団同士で話し合い、講師は各教会で決める。

　　共同回心式はブロック担当司祭が各教会へ出向いて協力し合う。

２　司教様の三重地区集会(３／19 津研宗館)

　　｢司教様の地区集会でのブロック報告｣ は、ブロックとしての分かち合いを実施してなく、

　　事後報告となった。今後は、京都教区より配布されるブロックに関係する書類等は速やかに

　　ブロック評議会に報告提出すること。

３　北勢ブロック亀山教会司教様訪問(５／８)

　　司教様司式による合同ミサ

　　司教様の講話

　　｢ミサについて｣ の分かち合い

　　司教様より最後のまとめのお話

　　亀山教会の信徒が少なく司教様にありのままを見て頂こうと思っていましたが、ブロック

　　内の他の小教区の信徒も多数参加して有意義な司教様のご訪問だったと感じています。

４　夏季錬成会(７／26～28 少年自然の家)

　　毎年この時期に四日市教会が主体で実施していますが、いろんな理由によって参加できない

　　教会もあり、ブロック活動としての今後の課題であります。

５　北勢ブロック親睦会(10／16 三重県立青少年の森)

◆対象：北勢ブロック各教会及び滞日外国人

◆内容：第一部 国際野外ミサ

　　　　司 式　北勢ブロック担当司祭団

　　　　ミ サ　年間第29主日　　日本語・ポルトガル語・スペイン語・英語による聖歌・

　　　　　　　 朗読の分担

　　　　第二部 ウォークラリー

　　　　内 容　出エジプト記による民の歩みになぞえて、８つのポイントをグループごと

　　　　　　　 にクイズに答えて歩く。

　　　　　　　 各ポイントには出エジプト記から、一般問題から１ずつ出題される。

　　　　目 的　各小教区の滞日外国人を含めた信徒同士がより一層の親交を深め、そして

　　　　　　　 信仰によって共に呼び集められた集いを体験することを目指す。

　　　　取 組　▲ ｢よりよく参加するために｣ 事前に出エジプト記の問題を知らせて聖書

　　　　　　　　　を読み、旅する神と民の基本的な出会いを各自が学ぶことを促がした。

　　　　　　　 ▲ ｢サークル分け｣ は神の民の12部族を設定、各々にルベン族・ユダ族等

　　　　　　　　　に分け、各小教区の信徒と滞日外国人とが混ざり親しい交わりができる

　　　　　　　　　ようにした。

　　　　　　　 ▲ ｢昼食｣ はサンドイッチかパン・おにぎりを各自持ち寄り12の箱に分け

　　　　　　　　　入れ、12の部族が各々にマンナに近い場所に集まって分け合って食べ

　　　　　　　　　た。(食事を通して神の民への愛を思い起こし、人びとがより親しく

なることを願って)

▲ ｢準備｣ は鈴鹿教会が中心であったが、各小教区の応援を得、また協力

　 し合った。

　　　　第三部 レクレーション

　　　　　　　 フィリピン人たちによる歌とバンブーダンス

　　　　　　　 ふわふわボールのドッジボール

◆評価：▲ 北勢ブロックが１つにまとまった(ブロック全体での企画運営、当日のグループ

　　　　　 分け)

　　　　▲ 信仰に基づくものであった(国際ミサ、クイズの問題、ポイントの設定)

　　　　▲ 多数の参加者があった(総数177名内滞日外国人は58％)

６　聖書後援会(10／29 四日市教会 サレジオ会雨宮師)

　　｢エウカリスチア(聖体)について｣・・・・・特に聖木曜日のミサから

　　｢仕え合う｣「ゆるし合う」「分かち合う」について分かち合った。特に「ゆるし合う」に

ついて熱が入った。

　　７　小教区評議会規約進捗状況

　　　　桑名・鈴鹿・亀山・四日市の全小教区は規約作成を完了し、司祭団の承認待ちとなっている。

　　８　計画実践評価

　　　　計画は着実に行なわれていうと思う。特記すべきは、合同遠足がウォークラリーに変わった

　　　　ことで、遠足ではふれあいが余りなかったが、今回の企画は充実されたものとなった。

